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研究成果の概要（和文）：本研究は急速な少子高齢化が進行する東アジアにおいて、移民ケア労働者の国際移動に関す
る制度、ケアのスキル、移民に対する言説について、日本と台湾を中心に比較を行うものである。移民レジームとケア
レジームという概念を導入し、その交錯点を探ることによって、1）移民労働者の市民権、2）ケア労働の専門性・ケア
制度との関係や労働市場における位置づけを明らかにし、グローバル化の中での移民ケア労働者の再配置を比較するこ
とができた。研究成果は国際社会学会(ISA)、国際政治学会(IPSA)、オックスフォード大、香港城市大、国立台湾大、C
ollegio Carlo Albertoなどで報告され、論文として出版された。

研究成果の概要（英文）：In the past decades, the countries in East Asia facing rapid population ageing 
started to introduce migrants to undertake long term care in a variety of ways. The research aims to 
compare the institutional arrangements, skills and discourse that accompany the migration of caregivers. 
The concept of 'regime' as a set of policies and institutions allow us to situate and compare the migrant 
caregivers in different contexts. The migrant caregivers are differently situated within the nexus of 
migration regime and care regime which will define their entitlements, skills, relationship with the care 
provisions in the host country and their incorporation in the labor market.

The result of the research was presented at International Sociological Association (ISA), International 
Political Science Association (IPSA), Oxford University, City University of Hong Kong, National Taiwan 
University, Collegio Carlo Alberto etc. Papers are published both in English and in Japanese.
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1. 研究開始当初の背景 
 
グローバル化するケア労働＊に関する研究は、
欧米を中心とする先行研究では、女性の無償
労働に対するジェンダー研究者からの問題提
起に始まり、2000 年代以降、移民女性による
再生産労働と福祉国家の関係や、グローバル
化による労働市場の再編成をジェンダーの観
点からとらえる国際的な研究へと発展してき
た。一方、日本ではこれまで社会政策や社会
福祉研究はナショナルな枠組みでとらえられ
ており、移民研究は社会統合やエスニシティ
に関する研究が多く、「ケア労働」と「移民」
という２つの問題系が共通の領域で捉えられ
ることはなかった。 
日本において医療・福祉分野と移民研究が

初めて問題領域を共有することが出来たのは、
2008年以降、日本と東南アジア諸国との経済
連携協定(EPA)により、インドネシア、フィリ
ピン、ベトナムからの看護師・介護福祉士候
補者が参入したことがきっかけである。これ
までの研究から、外国人介護職は言語や文
化・宗教的な差異にもかかわらず、入所者と
の摩擦は少なく、職場の活性化に貢献してい
る一方で、受け入れ施設は教育に関する経済
的・人的負担が大きく、制度の持続可能性が
危ぶまれていることが明らかになっている
（小川他、2010）。 
 
＊本研究では、「ケア」や「ケア労働」を「高齢
者介護」と同義として使う。「ケア」という言葉
を使うのは、「介護」に比べてより通文化的な概
念であるからである。ただし、日本の文脈におけ
る「介護施設」などはそのままとする。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、国際的にも制度が未確立であり、
少子高齢化に伴って、今後、ますます重要に
なるケア労働者の国際移動の制度の比較に焦
点を当て、関係者間のリスクとコストの分配
メカニズム、ケアのスキルの評価と制度化、
移民に対する言説について東アジアを中心と
して明らかにする。ケア労働者の国際移動は
世界的な傾向であり、女性の無償労働によっ
て担われてきた高齢者ケアが外部化された結
果、ケア労働が誰に対してどのように開かれ
たのかを検討する必要がある。筆者は、2009 
年に「東南アジアから東アジアへの国際移動
と再生産労働の変容」と題する共同研究を韓
国と台湾の研究者と行い、少子高齢化という
共通の人口動態の変容に直面している東アジ
ア地域が、東南アジアの女性を「ケア労働者」
や「花嫁」として受け入れている政策や言説
を比較した（Ogawa ed., 2010）。本研究は、
その延長上に位置するものであり、以下の点
を明らかにすることを目的として行われた。 
第一に、ケア労働者の国際移動に関して、

関係者(stake-holder) の間でコストとリスクを
どう分配するのかという点である。移民ケア

労働者の国際移動に関する法制度、リクルー
トメントの主体やプロセス及び移民の権利保
障について比較研究を行うことで国家、仲介
業者、雇用主、移民の４者間のコストとリス
クの分配メカニズムを明らかにする。 
第二に、ケア労働者の国際移動に関する先

行研究の多くは移民女性が担う在宅ケアや家
事労働に着目しており、ケア労働者のスキル
に関する研究は少ない。高齢者ケアは多くの
国では非専門職として位置づけられているが、
EPA では候補者らは介護福祉士の国家試験
合格が期待されている。そこでケア労働者の
スキルがどのように評価され、制度化されて
いるのかについて比較研究する。 
第三に、日本では、EPA 候補者はこれまで

の外国人労働者に比べて、メディアでは好意
的に取り上げられてきたが（小川、2009）、
台湾では否定的な印象を与えられている
（Wang, 2010）。受け入れ社会における言説
は移民ケア労働者のメンタルヘルスにも大き
な影響を及ぼすと考えられるため、移民ケア
労働者を雇用する必要性とジェンダー秩序の
観点から、移民に対する言説がどのように構
築されているのかを考察する。 
第四に、これまでの研究を通じて、EPA に

よる介護職の国際移動は将来の移民政策、社
会保障政策、労働政策へと展開していくため
の試金石としてとらえられる一方で、現状の
ままでは政府、雇用主、外国人労働者の3 者
にとってリスクの大きい制度であることが明
らかになった(Ogawa, 2012)。そこで、東アジ
アにおける介護職の受け入れに関する比較研
究を通じて、brain drain (頭脳流出)ではなく、
送り出し国、受け入れ国、雇用主、外国人労
働者のいずれにとってもメリットがある持続
的な介護職の国際移動のモデルとはどのよう
なものか検討する。 
 
３．研究の方法 
 
研究開始当初は、日本、韓国、台湾の比較を
考えていたが、韓国の場合は在外同胞に対す
る政策によって流入した朝鮮族が国境を越
えた「結果

' '

」としてケア労働を担っているが、
それは政策の意図であるよりは結果である。
そこで上記の研究目的に照らして、ケア労働
を行う「目的

' '

」で国境を越える移民を多く抱
える日本と台湾に焦点を絞ることとした。台
湾は 1992 年から移民の受け入れを進めてお
り、現在、日本と同じ東南アジアの３カ国か
ら約 20 万人の移民ケア労働者を受け入れて
いる。 
 日本での調査は、これまで築いてきたネッ
トワークを用いて、政府機関、介護施設、市
民団体や移民ケア労働者にインタビューを
行う他、経済的なコストを明らかにするため
の質問表調査を行った。質問表は共同研究者
の坪田邦夫が中心となり、共同研究者ら全員
で議論して調査票を設計した。2012 年 1 月
に EPA の候補者・合格者の受け入れを行っ



た全国の 265 の介護施設に質問表を送付し、
期日までに回答のあった 86 の介護施設（回
答率 32％）を分析対象とした。 
 台湾については、毎年春と夏に長期滞在し、
台北、宜蘭、台中、台南などの政府機関、介
護施設、市民団体等や移民ケア労働者へのイ
ンタビューや参与観察を行った他、移民ケア
労働者を雇用する雇用主 20 名以上にもイン
タビューを行った。 
 
４．研究成果 
 
第 1に、実証的な研究を積み重ねた結果、異
なる制度枠組みで進行するケアのグローバ
ル化を把握する試みとして、移民レジームと
ケアレジームという概念を提起した(Ogawa, 
2014, 小川、2015)。レジームとは政策や制度
のことであり、移民レジームは移民のホスト
社会における社会的地位や権利付与を決定
し、ケアレジームはケア労働の専門性や高齢
者福祉制度との関係を決定する。2 つのレジ
ームによる重層決定の中に移民ケア労働者
は位置づけられており、それが移民によるケ
ア労働の実践を形成する。 
 移民レジームとケアレジームという概念
は、筆者のフィールドワークから生まれてき
た概念であるが、すでに EU においては
Williams (2012)によって提唱されており、今
後、さらに精緻化していくことが課題である。
本研究では移民レジームから「脱民族化—再
民族化」、「定住—一時滞在」の軸を、ケアレ
ジームから「家族主義—脱家族主義」、「有資
格—無資格」という軸を抽出し、２つの軸の
交錯点を探ることで東アジアのケアのグロ
ーバル化における移民の配置をホスト社会
の制度との関係で明らかにした(Ogawa, 2014, 
小川、2015)。 
 第 2にこの２つのレジームの交錯点では関
係者の間に経済負担と利益分配問題が生じ
るが、本研究では EPA におけるケア労働者の
受け入れに関する介護施設側の経済的負担
に関して具体的な数値を示すことができた。
施設では、受け入れの直接経費のほか、職員
が日本語教育や国家試験対策に追加的な時
間を割くことを余儀なくされており、これら
を機会費用として合算すると、4 年間の間に
給与を除いて約3.4百万円の負担が生じてい
る(Tsubota, et al. 2015)。 
 また、経済的な負担と将来の受け入れ予定
との関係については、病院においては明確な
関係は見られなかったものの、介護施設では
職員の追加的労働時間や給与などの項目に
おいて関係があることが認められた。さらに、
介護施設においては、将来の人手不足に対す
る先行投資としての意味や採算性への期待
が病院と比べて高く、経済的要因がより強く
働いていることが確認された(Tsubota, et al. 
ibid)。 
 EPAによる人の移動では看護師と介護職は
協定の中で同一の条件で受け入れられたが、

この２つの職種は教育制度も専門性も労働
市場もマネージメントも異なる構造であり、
ケアレジームとして異なる制度設計が必要
であることが明らかになった。  
 一方、台湾の場合は、移民ケア労働者が借
金をして来台し、就労しながら返済する制度
となっており、台湾人ケア労働者と移民ケア
労働者は異なる資格制度や賃金体系の下に
位置づけられている。移民ケア労働者の失踪
も多く、「規律と管理」（フーコー）を行うた
めの社会的コストは高い。国際移動のコスト
は移民が負担し、雇用主と仲介業者が直接的
利益を、国家が間接的利益を分配する制度に
なっている。 
 第３にケア労働のスキルについては、EPA
の場合、国家試験合格を条件としたことから
高学歴の優秀な人材が「専門職」として受け
入れられた。就労は施設に限定されており、
日本人の教育係らによるサポートを得るこ
とができる。「専門職」としての人材育成の
コストは国家と雇用主が負担をしており、ケ
アの質は保障されている。 
反対に台湾では、応募のための資格要件は

なく、出身国で語学とケア労働の研修を受け
てくることになっているが、研修は民間の仲
介業者まかせであり、研修内容が標準化され
ているわけではない。また、在宅での就労が
主流であるため、ケア労働と家事労働の区別
はあいまいであり、ケア労働が専門職として
は確立していないことから、研修が厳格に行
われているとは限らない。ケア労働の質の保
障がないところでは、安全なケアが実践され
ているとは限らない。 
 最終年には国立台湾大学にて Gender, Care 
and State in East Asia と題する国際ワークショ
ップを企画し、Migration and Care のセッショ
ンでは台湾、韓国、日本、インドネシアの研
究者ら９名による報告と台湾から2名の討論
者による活発な議論を行った。そこでは市民
社会の役割や移民の人権、レイシズム、頭脳
還流と人材育成、ケアの文化など幅広いテー
マが議論され、少子高齢化がますます進展す
る中で、このような比較研究を継続していく
ことの重要性が確認された。 
本研究では全ての課題に十分応えられた

わけではないが、社会福祉研究と移民研究を
橋梁する試みとして、移民レジームとケアレ
ジームという概念を見出だすことができた。
持続可能で公正なケアのグローバル化を考
える上で、この概念をどのように発展させる
ことができるのかを今後の研究課題とした
い。 
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